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ま　え　が　き

人口動態統計は、出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の実態を表すものとして、国、

地方自治体の行政の資料としての利用はもとより、「生命表」「将来推計人口」作成の

基礎数値ともなり、我が国の社会、経済の発展に欠くことのできない情報となってお

ります。特に、近年の出生率の低下にみられる少子化、死亡状況の改善による人口の

高齢化など、国の将来にかかわる大きな問題を提起しております。

我が国の人口動態調査は、「戸籍法」制定の翌年の明治32年から現在の近代的な人

口動態統計制度として行われるようになりました。

この「我が国の人口動態」は、平成24年までの人口動態統計の主な内容、人口の

動きや寿命について、グラフを中心に時系列観察、地域別観察、諸外国との比較を行

っており、頁毎に簡単な解説と主な統計表を掲載するなど、人口動態の概要ができる

だけ平易に分かるように構成しています。

本書を刊行するに当たり、人口動態調査に種々ご尽力を賜りました市区町村、保健

所、都道府県を始めとした関係の方々に、厚くお礼申し上げますとともに、今後とも、

「我が国の人口動態」が人口及び厚生労働行政施策の広範な分野に活用されることを

願っております。

平成26年2月

厚生労働省大臣官房統計情報部長

姉　崎　　　猛
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4

人口動態統計とは　Outline of Vital Statistics

我が国では、出生・死亡・婚姻・離婚及び死産の5種類の「人口動態事象」について、人口動態
統計を作成している。
出生・死亡・婚姻及び離婚については「戸籍法」により、死産については、「死産の届出に関す

る規程」によって、それぞれ市区町村長に届け出られる。市区町村長は、これらの届書及び出生証
明書・死亡診断書・死産証書等の関係書類に基づいて「人口動態調査票」を作成する。調査票は、
地域保健活動の基礎資料として利用されるため、保健所長を経由して都道府県知事に提出され、さ
らに厚生労働大臣に提出される。厚生労働省では、これらの調査票を集計して人口動態統計を作成
している。
我が国の人口動態に関する調査は、明治5年に始まる戸籍表（内務省戸籍局）と明治7年に東京、

京都、大阪について行われた死亡届の発展形態としての衛生統計諸表（内務省衛生局）との2つの
系統によって行われていたが、明治19年の内務省報告例の制定により一本化され、年報の表式統計
として明治31年まで実施されている。明治31年に「戸籍法」が制定され、登録制度が法体系的に
も整備されたのを機会に、同32年からは人口動態調査票は1件につき1枚の個別票が作成され、中
央集計がされるという近代的な人口動態統計制度として行われるようになった。
その後、昭和22年6月に「統計法」に基づき「指定統計第5号」として指定され、その事務の所

管は同年9月1日に総理庁から厚生省に移管された。さらに、平成21年4月からは新統計法（平成
19年法律第53号）に基づく基幹統計調査となった。
人口動態統計作成過程の概要は次のとおりである。

●結果の公表
●月報
人口動態統計速報　人口動態統計月報（概数）

●年報
人口動態統計月報年計（概数）
人口動態統計上巻、中巻、下巻
我が国の人口動態

●特殊報告
都道府県別年齢調整死亡率
人口動態保健所・市区町村別統計

●人口動態職業・産業別統計　
●ホームページに掲載
厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/
「政府統計の総合窓口（e-Stat）」 http://www.e-stat.go.jp/

調査の経路

厚生労働省での集計と公表

●月報処理（例、調査月1月分）

●年報処理（1年分）※月報年計（概数）は翌年6月に公表

市 区 町 村

受　　付

都道府県への
疑義照会

修正処理 結果表打出し
確定数
公　表

速　報

公　表
住所地・死因の
コード付け及び内容審査

修正処理 結果表打出し
概　数
公　表

6月3月

翌年9月

保　健　所 都 道 府 県

保健所を　
・特別区

設置する市

厚生労働省
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比率の解説　Explanation of rates

○出生率・死亡率・婚姻率・離婚率＝　　　　　　　　　×1,000

○死産率・自然死産率・人工死産率＝　　　　　　　　　　　　×1,000

死産とは妊娠満12週以後の死児の出産をいう。

○妊娠満22週以後の死産率＝　　　　　　　　　　　　 ×1,000

○乳児死亡率・新生児死亡率・早期新生児死亡率＝　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×1,000

乳児死亡とは生後1年未満の死亡、新生児死亡とは生後4週（28日）未満の死亡、早期新生

児死亡とは生後1週（7日）未満の死亡をいう。

○周産期死亡率＝　　　　　　　　　　　　 ×1,000

○老年人口指数＝　　　　　　　　　　　　　 ×100

老年人口指数とは老年人口の生産年齢人口に対する比率である。

○自然増減率＝　　　　　　　　　　　　　　 ×1,000

○合計特殊出生率＝〔 〕15歳から49歳までの合計（都道府県別は5歳階級で算出し、5倍したものを合計している。）

15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、1人の女性が仮にその年次の

年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子ども数に相当する。

○死因別死亡率＝　　　　　　　　　×100,000

○年齢調整死亡率＝

年齢構成が著しく異なる人口集団の間での死亡率や、特定の年齢層に偏在する死因別死亡率な

どを、その年齢構成の差を取り除いて比較する場合に用いる（59頁参照）。なお、計算式中の

「観察集団の各年齢階級の死亡率」は、1,000倍（死因の場合は100,000倍）されたものである。

年間の件数
人口

死産（自然・人工）数
出産（出生＋死産）数

妊娠満22週以後の死産数
出産（出生＋妊娠満22週以後の死産）数

妊娠満22週以後の死産数＋早期新生児死亡数
出産（出生＋妊娠満22週以後の死産）数

老年人口（65歳以上）
生産年齢人口（15～64歳）

自然増減数（出生数－死亡数）
人口

死因別死亡数
人口

母の年齢別出生数
年齢別女性人口

観察集団の各年齢 × 基準となる人口集団の の各年齢｛〔階級の死亡率　　〕 〔その年齢階級の人口　〕｝階級の総和
基準となる人口集団の総和（昭和60年モデル人口）

乳児・新生児・早期新生児死亡数
出生数
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老 年 人 口（24.1%） 
　（65歳以上） 
　 　 Years and over

生産年齢人口（62.9%） 
　（15～64歳） 
　 　 　 Years

年 少 人 口（13.0%） 
　（ 0 ～14歳） 
　 　 　 Years

男 
Male

女 
Female

万人 
（in ten thousands） 

63～65歳 
　昭和22～24年の 
　第１次ベビーブーム 
63-65：First baby boom in 

1947-1949

38～41歳 
　昭和46～49年の 
　第２次ベビーブーム 
38-41：Second baby boom in 

1971-1974

73歳：日中事変の動員による 
　　　昭和13,14年の出生減 
　　　73：Decrease of births in 1938,1939  

by mobilization for Japan-China War

66,67歳：終戦前後における出生減 
　　 66,67：Decrease of births 
　　　　　　around end of World WarⅡ 
 � 
 

46歳：昭和41年（ひのえうま）の出生減 
46："Hinoeuma" in 1966

総務省統計局の「人口推計（平成24年

10月1日現在）」によれば、平成24年10

月1日の我が国の総人口（日本に常住し

ている外国人を含む。）は１億2752万人

である。

人口の年齢構造をピラミッドに表す

と、各年代の社会情勢の影響をうけた出

生と死亡の変動が明らかに刻まれてい

る。戦後の昭和22年から24年生まれの

第1次ベビーブーム期と46年から49年生

まれの第2次ベビーブーム期の2つのふく

らみが特徴的であり、その後は出生数の

減少でピラミッドのすそは年々狭まって

いる。

総人口の年齢3区分別人口割合の年次推移をみると、第2次ベビーブーム期以降の出生数の減少傾向と死亡状況の改

善による高年齢層の増加から、0～14歳の年少人口割合は減少し、65歳以上の老年人口割合は増加しており、平成9年

以降は老年人口が年少人口を上回っている。平成24年は年少人口13.0％、老年人口24.1％となった。また、15～64

歳の生産年齢人口割合は平成4年をピークに減少している。

我が国の人口ピラミッドー平成24年10月 1日現在ー
Population pyramid as of Oct.1,2012

平成24年の総人口は１億2752万人　老年人口は24.1％

年齢3区分別人口割合の年次推移－昭和22～平成24年－
Trends in percent distribution of population by 3 age groups,1947－2012

資料：総務省統計局「人口推計（平成24年10月1日現在）」（総人口）
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　 Years and over

15～64歳 
　　　 Years

0～14歳 
　　　Years

170



7

5,460  
1,350  
1,303  
2,325  
1,063  
1,152  
1,962  
2,943  
1,992  
1,992  
7,212  
6,195  
13,230  
9,067  
2,347  
1,082  
1,163  
799  
852  
2,132  
2,061  
3,735  
7,427  
1,840  
1,415  
2,625  
8,856  
5,571  
1,390  
988  
582  
707  
1,936  
2,848  
1,431  
776  
989  
1,415  
752  
5,085  
843  
1,408  
1,807  
1,185  
1,126  
1,690  
1,409 

127,515全　国 Total
 
北海道 Hokkaido 
青　森 Aomori 
岩　手 Iwate 
宮　城 Miyagi 
秋　田 Akita 
山　形 Yamagata 
福　島 Fukushima 
茨　城 Ibaraki 
栃　木 Tochigi 
群　馬 Gunma 
埼　玉 Saitama 
千　葉 Chiba 
東　京 Tokyo 
神奈川 Kanagawa 
新　潟 Niigata 
富　山 Toyama 
石　川 Ishikawa 
福　井 Fukui 
山　梨 Yamanashi 
長　野 Nagano 
岐　阜 Gifu 
静　岡 Shizuoka 
愛　知 Aichi 
三　重 Mie 
滋　賀 Shiga 
京　都 Kyoto 
大　阪 Osaka 
兵　庫 Hyogo 
奈　良 Nara 
和歌山 Wakayama 
鳥　取 Tottori 
島　根 Shimane 
岡　山 Okayama 
広　島 Hiroshima 
山　口 Yamaguchi 
徳　島 Tokushima 
香　川 Kagawa 
愛　媛 Ehime 
高　知 Kochi 
福　岡 Fukuoka 
佐　賀 Saga 
長　崎 Nagasaki 
熊　本 Kumamoto 
大　分 Oita 
宮　崎 Miyazaki 
鹿児島 Kagoshima 
沖　縄 Okinawa

老年人口指数 
Aged dependency ratio千人 

in thousands
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26.2  

25.3  
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25.3  

27.0  

26.5  

27.6  

26.7  
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17.7 

平成24年の年齢3区分別人口割合を都道府県別にみると、老年人口割合が最も低いのは沖縄17.7％、次いで東京
21.3％、愛知21.4％、神奈川21.5％、滋賀21.6％となっており、おおむね大都市を有する都道府県とその周辺で低く
なっている。一方、老年人口割合が最も高いのは秋田30.7％、次いで高知30.1％、島根30.0％、山口29.2％、和歌山
28.4％となっている。
また、人口高齢化の指標の一つである老年人口指数をみても、老年人口割合とほぼ同様のことがいえる。

都道府県別にみた年齢3区分別人口割合及び老年人口指数－平成24年－
Percent distribution of population by 3 age groups and aged  dependency ratio, by prefecture, 2012

資料：総務省統計局「人口推計（平成24年10月1日現在）」（総人口）

老年人口割合は大都市を有する都道府県で低い
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人口動態の年次推移 Trends in major indices
for the vital events

平成24年（2012）

1日平均件数の年次推移
Trends in average number of cases per day
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年に2を下回ってからは、50年代後半を除いて低下傾向が続いていたが、平成18年からは3年連続で上昇した。21年
は前年と同率となったが、22年は上昇し、23年は前年と同率、24年は上昇した。

母の年齢階級別出生率の年次推移をみると、昭和50年代以降は20歳代の出生率が大きく低下し、近年は30～40歳
代の出生率が上昇傾向となっている。
＊人口置き換え水準とは、人口が将来にわたって増えも減りもしないで、親の世代と同数で置き換わるための大きさを表す指標である。人口置き換え水
準に見合う合計特殊出生率は、女性の死亡率等によって変動するので一概にはいえないが、日本における平成24年の値は2.07である。なお、人口置
き換え水準は、国立社会保障・人口問題研究所で算出している。 9
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注：母の各歳別出生率を足し上げたもので、各階級の合計が合計特殊出生率である。

出生数の年次推移をみると、第2次世界大戦
前は戦争のあったときを除いて増加していた
が、戦後は、昭和22年から24年の第1次ベビ
ーブーム期と46年から49年の第2次ベビーブ
ーム期に200万人を超えたのを除いて、減少傾
向にあった。平成元年以降は120万人前後で推
移していたが、13年からは5年連続で減少した。
18年から23年までは増減を繰り返しており、
24年は103万7231人で、前年より1万3575人
減少し、統計の得られていない昭和19年から
21年を除き、現在の形式で統計をとり始めた
明治32年以降最低となった。
合計特殊出生率は1.41で前年の1.39を上回

った。合計特殊出生率の年次推移をみると、第
1次ベビーブーム期には4を超えていたが、昭
和20年代後半に急激に低下し31年には2.22と
なり、初めて人口置き換え水準＊（同年2.24）
を下回った。その後、46年までは「ひのえう
ま」前後の特殊な動きを除けば緩やかな上昇傾
向にあり、第2次ベビーブーム期の47、48年
には2.14となった。その後は低下に転じ、50
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出生順位別にみた出生数及び合計特殊出生率（内訳）の年次推移－昭和45～平成24年－
Trends in live births and total fertility rates by birth order,1970-2012

出生数はすべての順位で減少、合計特殊出生率は第２子、第３子以上で上昇

注：１）出生順位とは、同じ母親がこれまでに生んだ出生子の総数について数えた順序である。
２）出生順位別の出生率の数値は出生順位ごとに15歳から49歳の母の各歳別出生率を合計したものであり、第1子から第3子以上の出生率を合計し
たものが、合計特殊出生率である。
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出生順位別にみた父母の平均年齢の年次推移－昭和50～平成24年－
Trends in mean age of father and mother by live birth order 1975-2012

出生順位別に出生数の年次推
移をみると、出生数はすべての
出生順位で第2次ベビーブーム期
（昭和46～49年）に多くなって
おり、その後は第1子の平成3～
12年を除いて減少傾向となって
いたが、18年にはすべての出生
順位で増加した。19年以降は第1
子、第2子は減少傾向にある。

出生順位別に合計特殊出生率
（内訳）の年次推移をみると、第
2次ベビーブーム期以降、昭和50
年代後半を除いてすべての出生
順位で低下傾向となっていたが、
平成18年以降は上昇傾向となっ
ている。23年以降は第1子は低下、
第2子、第3子以上では上昇して
いる。

出生順位別に母の平均年齢を
みると、平成24年は第1子は
30.3歳、第2子は32.1歳、第3子
は33.3歳となっており、昭和50
年に比べ、それぞれ4.6歳、4.1
歳、3.0歳上昇している。
父の平均年齢は、平成に入っ

てから一旦横ばいとなったが、
近年は再び上昇しており、24年
は第1子32.3歳、第2子34.0歳、
第3子35.2歳となっている。
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都道府県別にみた合計特殊出生率の年次比較－平成14・24年－
Comparison of total fertility rates by prefecture,2002・2012

都道府県別にみた第１子出生時の母の平均年齢の年次比較－平成14・24年－
Comparison of mean age of mother at first child by prefecture, 2002・2012

10年前と比較すると、合計特殊出生率は40都道府県で上昇

平成24年の合計特殊出生率を都道府県別にみると、最も高いのは沖縄1.90、次いで島根1.68、宮崎1.67となってい
る。一方、最も低いのは東京1.09、次いで京都1.23、北海道1.26となっており、おおむね大都市を有する都道府県と
その周辺で低い傾向がみられる。
都道府県別に平成24年と14年の合計特殊出生率を比較すると、最も上がり幅が大きかったのは広島で0.20、次いで

和歌山0.18、愛媛0.17となっている。一方、最も下がり幅が大きかったのは福島で△0.16、次いで山形△0.10、青森
△0.08となっている。

都道府県別に第1子出生時の母の平均年齢をみると、東京、神奈川、千葉、京都、埼玉などの大都市を有する都道府
県とその周辺で高くなっている。平成24年と14年を比較すると、すべての都道府県で1.4～2.2歳上昇している。

注：分母に用いた人口は、全国は各歳別日本人人口、都道府県は5歳階級別総人口である。

母の平均年齢は大都市を有する都道府県で高い
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出生までの同居期間は長くなっている
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結婚生活に入ってから第１子出生までの期間（１年未満）別にみた母の年齢階級別出生数－平成24年－
First child live births distributed according to duration of marriage, by age of mother, 

born in less than 1 year from marriage,2012

結婚生活に入ってから第１子出生までの期間別にみた出生数割合及び平均同居期間の年次推移－昭和55～平成24年－
Trends in percent distribution of duration and mean duration of marriage at first child live birth ,1980-2012
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父母が結婚生活に入ってから第1子出生までの平均同居期間をみると、平成24年では2.33年となっており、昭和55
年に比べ0.72年延びている。期間別の内訳を年次推移でみると、2年未満の割合が大きく低下し、4年以上の割合が大
きく上昇している。

また、1年未満で第1子を出生した期間を母の年齢階級別にみると、29歳以下では6か月以上7か月未満に出生数が最
も多いが、30歳代では10か月以上11か月未満の出生数が多くなっている。
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性別にみた出生時平均体重及び2,500g未満出生数割合の年次推移－昭和50～平成24年－
Trends in mean birth weight and percentage of live birth under 2,500g by sex ,1975－2012

平均体重は男女とも減少傾向から近年は横ばい

妊娠期間別出生数割合の年次推移－昭和55～平成24年－
Trends in percentage of live birth by period of gestation,1980－2012

出生時平均体重はこの37年間で男女
ともに約200g減少した。年次推移をみ
ると男女とも減少傾向であったが、男は
平成21年以降、女は17年以降横ばいと
なっており、平成24年は男3.04㎏、女
2.96㎏となっている。
また、全出生数に対する2500g未満

出生数割合をみると、男女とも上昇傾向
であったが、近年は横ばいとなり、平成
24年は男8.5％、女10.7％となっている。

妊娠期間別出生数割合をみると、早期
(満37週未満)は緩やかな上昇傾向にあっ
たが、近年は横ばいとなっている。正期
（満37～41週）は昭和60年代前半頃ま
で上昇していたが、その後は横ばいが続
いている。過期（満42週以上）は、昭
和55年に6万9873人で全出生数の4.4％
を占めていたが、年々低下し、平成24
年は2905人で0.3％となった。
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